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お知らせ
平成9年1月から
基礎年金番号が導入されます

現在の年金制度では、加入する公的年

金制度ごとに管理が行われているため、

一人で複数の年金番号や年金手帳をもつ
などの不便が生じていました。

そこで、こうした状況をなくすため、

平成9年1月から基礎年金番号が導入さ

れます。基礎年金番号は、各公的年金制

度に共通する番号となるもので、加入す

る年金制度が変わってもそのまま使用す

ることになります。

また、同一の番号で公的年金の全加入

期間の記録管理、手続き、照会などがで

き、届出もれに対しても個別にお知らせ

することができるようになります。

12月中に皆さんの基礎年金番号が社会

保険庁から通知されますので、大切に保

管してください。

●お問い合わせ先／熊本県国民年金課

（℡096－383－1111内線3767）

1月17日は「防災とボランティアの日」

です。家庭での備えのチェックを！

昨年1月17日に発生した阪神・淡路大

震災は、私たちに災害の恐ろしさととも

にさまざまな教訓を投げかけました。
家庭での備えは大丈夫でしょうか？

今一度家族みんなでチェックしましょう。

■災害応急物資の備えおき
①最低3日間の食料と飲料水、衣類、

その他の日用品（非常持ち出し袋）

②預金通帳、健康保険証、印鑑など

③懐中電灯、携帯ラジオなど

※食料、水、電池などは、時期をみ

て更新する必要があります。

●避難場所及び避難経路の確認

家族全員で、徒歩で確認してください。

●初期消火の備えと心構え

消火器や消火バケツなどの消火用具の

備え付け

●火気使用器具などの点検整備

ガス調理器具などの適正な維持管理に

努めましよう。

●お問い合わせ先／熊本県防災消防課

（℡096－383－1111内線3413）

熊本テルサ　来年3月オープン

本県が雇用促進事業団と共同で建設を

進めている『熊本テルサ』が、いよいよ

来春3月オープンします。
この施設は、働く人々のゆとりある生

活の実現と、地域企業の活力向上を目的

としています。職業に関する各種相談や

情報提供をはじめ、県展の皆さんの教

養・文化、研修、スポーツなどの活動の

場としてご利用していただけます。

建物は、地下1階、地上6階建てで、

建物中央のモール（屋根付の通路）を中

心に、職業情報コーナー、最大700名を

収容できる多目的ホール、会議・研修

ゾーン（OA研修室、視聴覚室、大小会

議室など）、スポーツゾーン（温水プー

ル、トレーニングルーム、屋内コートな

ど）、サービスゾーン（レストラン、客

室など）で構成されています。

なお、会議、食事、宿泊などの予約は、

下記にて受付中です。

●予約・お問い合わせ先／
熊本テルサ予約センター

（℡096－387－2700）又は（℡㈹096－387－7777）

「奥球磨ガイドブック」を発刊

多良木町・湯前町・水上村の上球磨3

町村では、このたび共同で「奥球磨ガイ

ドブック」を作成しました。

これは、温泉センターなどの公共施設

の利用を進め、地域の活性化を図ろうと、

3町村が共同で取り組みを始めた広域連
携事業の一環です。

この度発刊した「奥球磨ガイドブック」

では、まだあまり知られていない奥球磨
のすべてをさまざまな角度から紹介。ガ

イドブックを持参すると、温泉が1回無

料になるほか、飲食店や公共施設の割引

特典もついています。定価は1冊500円

です。

人吉・球磨の主な観光施設などで販売

しています。また、3町村と県球磨事務

所でも申し込みを受け付けています。

また、アウトドアのハウツーをわかり
やすく解説した「奥球磨アウトドアハン

ドブック」も同時に発行（無料）。大自然に

囲まれた奥球磨へ、遊びにいきませんか。

●お問い合わせ先／

多良木町企画開発課（℡0966－42－6111）

湯前町企画振興課（℡0966－43－4111）

水上村経済課（℡0966－44－0311）

熊本県球磨事務所総務振興課（℡0966－24－4111）

新しい地域保健サービスを目指して

平成9年4月から「地域保健法」が全面施行されます。これによっ

て県民の皆さんの健康を守る地域保健サービスのしくみが次のように

変わります。

●乳児検診・3歳児健診などは市町村が行います！

県民の皆さんにより身近な母子保健サービス（健診や相談、栄養指

導など）は、既に市町村で実施されている老人保健サービスととも

に、市町村で実施されます。

●保健所の役割が変わります！

身近な保健サービスが市町村を中心に提供されることに伴い、保健

所では専門的な保健サービスの充実や企画調整・調査研究などの機

能の強化を図ります。

主な取り組みは次のとおりです。

①未熟児などへの対応、精神保健・難病・エイズ対策などの専門技

術的な分野への取り組み。

②伝染病・感染症の検査体制の充実強化。

③健康な地域づくりなど、市町村の取組みへの積極的な支援。

④市町村や関係機関などが行う保健、医療、福祉サービスの連携の

強化。

⑤その他のサービスの提供方法についても、県民の皆さんが利用し

やすい仕組みづくりを進めます。

あわせて、保健所の機能強化を図るため、法の趣旨に沿って、13の

県保健所を10県保健所体制（宇土保健所と松橋保健所を松橋に、荒尾

保健所と玉名保健所を玉名に、牛深保健所と本渡保健所を本渡に）と

することとしています。

●お問い合わせ先／熊本県衛生総務課

（℡096－383－1111内線3856・3857）

無料住宅相談・耐震相談を
受け付けています

（財）熊本県建築住宅センターでは、

住宅に関する相談や耐震に関する相談に

無料で応じています。お気軽にご相談く

ださい。

一般の相談は常時受け付けています。

なお、月に2回弁護士相談、月に1回税

理士相談も行っています。こちらは予約

制になりますのであらかじめセンターに

ご連絡ください。（9時から16時まで。

土日祝祭日は休みです）

●お問い合わせ先／

（財）熊本県建築住宅センター

（℡096－385－0771）

豊かな自然を次の世代へ

皆さんは、熊本県に希少野生動植物の

保護に関する条例があることをご存知で
すか。

この条例の目的は、名前のとおり希少

な動植物を保護することです。

条例に基づき、これまで20種の希少な

野生動植物と15ヶ所の保護区が指定され

ました。指定された動植物の採取や捕獲

などは禁止されますので、十分に注意し

てください。また、保護区での、開発行

為などは県知事の許可が必要となります。

これらの地区や自然公園、鳥獣保護区

などでは、貴重な自然を守るために指導
員の皆さんが活動しています。指導員は、

腕章や記章を付けていますので、分から

ないこと、困ったことがありましたら気

軽にお尋ねください。また、指導員の指

導には十分に耳をかたむけていただきま

すよう、お願いします。

現在、地球上には1千万種を超える生

物が存在していますが、このうち毎年4

万種以上が絶滅していると言われていま

す。一度絶滅してしまえば、二度と復元

することはできません。次の世代へ豊か

な自然を引き継ぎたいものです。

●お問い合わせ先／熊本県環境保全課

（℡096－383－1111内線5035）

食中毒に注意
「寒いからと安心は禁物」です。

例年、年末・年始はさまざまな食品が
流通します。この時期に食中毒が発生し

ないよう、また違反食品が流通しないよ

うに県では年末年始食品一斉取締りを実
施し、各保健所の食品衛生監視員が、食

品市場や食品製造・販売施設を重点的に

監視や巡回指導をします。

また、忘年会や新年会で会食する機会

も増えますので、食品の取扱いには次の

事項に注意して食中毒を防ぎましよう。

●手をよく洗う習慣をつけましよう。

●加熱するものは、中心部まで75℃以

上で1分間以上加熱しましょう。

●暖房下に生鮮食品や調理品を長時間

放置しないようにしましょう。

●ふぐの調理は、「ふぐ処理師」の免許

がない人は絶対しないようにしまし

ょう。

●生食用カキは、厳しい基準がありま

す。「生食用」か「加熱調理用」かの表
示を必ず確認して購入しましょう。

●お問い合わせ先／熊本県生活衛生課

（℡096－383－1111内線3885）

ケアハウスっでどんなところ？

「年をとってもできる限り自立して
生活したい。でも、老後の生活や一人

暮らしには不安がある」。

そうお考えのお年寄りは多くおられ
ると思います。このような方々のため

に、ケアハウスという新しいタイプの

老人ホームがあります。
●居室は個室（夫婦部屋もあります）

で、洗面所、トイレ、収納スペース、

ミニキッチンが付いています。

●食事と入浴のサービスがあり、生活

相談、緊急時の対応もしてくれます。

●介護が必要となった場合でも、ホー

ムヘルプサービスなどの住宅福祉

サービスの利用により、ケアハウス

での生活を続けられます。

●60歳以上（夫婦の場合は、どちら

かが60歳以上）の方が対象です。

●料金は、入居時の一括納入金（150

万円前後）と毎月の利用料（入所者

の所得に応じて7～13万円程度）

になります。

●お問い合わせ先／
県高齢福祉課

（℡096－383－1111内線3746）

県営八代運動公園の陸上競技場がオープン

県南のスポーツレクリエーション

の拠点に

八代市の八代新港町に県営八代運動公

園の陸上競技場が竣工し、10月20日オー

プンしました。

この運動公園は、平成元年から工事に

入っていたもので、平成4年に野球場、

6年に多目的広場が完成していました。

これに、陸上競技場が加わり、県南地域

の中核となる総合運動公園となりました。

野球場は、藤崎台球場とともに県内では

2つ目の公式野球場に指定されており、

夏の甲子園大会県予選、プロ野球ウェス

タンリーグなどが開催されています。ま

た、多目的広場はサッカーなどに利用さ

れており、合わせて年間約10万人が来場

しています。

今回オープンした陸上競技場は、三種

公認規格のグラウンドで、全天候型の

400mトラックが8レーンあり、これも

県南では初めての施設です。

県民の皆さんのご利用をお待ちしてい

ます。

●お問い合わせ先／県営八代運動公園

（℡0965－37－0006） 陸上競技場、硬式野球場、多目的広場の3つの広場からなる県営八代運動公園
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お知らせ
宝くじを買っていただいたお金
は、皆のために役立ちます。

熊本県内で発売した宝くじの総額の約

4割は、県の収益金として公共事業等に

使われています。その他、売上金を財源

として宝くじ助成事業が行われています。

〔平成7年度の宝くじ助成は次の事業に

対して行われました〕

児童の遊び場へ遊具を贈る事業

菊陽町（ロープスイングなど6基）

緑化推進「宝くじ桜」若木植栽事業

桜の若木300本

（三加和町、菊水町、水俣市に各100本）

緑化推進事業に対する助成

牛深種苗生産施設緑化事業

宝くじ文化公演

大津町・合志町（N響メンバーによる

ブラスアンサンブル特別演奏会）

宝くじ助成事業

●県立美術館のハイビジョン

ミュージアム整備事業

●鞠智城跡シンボル広場

モニュメント整備事業

●お問い合わせ先／熊本県財政課

（℡096－383－1111内線3273）

催し

第4回全国中学校駅伝大会は
もうすぐスタートです。

■日時／12月25日（開会式）、26日

（午前10時スタート）

■場所／熊本市熊本城内公園

平成5年度から始まったこの大会も、

今年で4回目。各都道府県から男女各1

チーム（開催地熊本市から男女1チー

ム）、合計96チームが健脚を競います。

各区間とも距離が短く、スピードラン
ナーに有利ですが、起伏が激しく、勝負

どころを間違えると全く違ったレース展

開になることも予想され、見どころ十分。
県民の皆さんの温かい応援をお待ちし

ています。

●お問い合わせ先／

熊本県教育庁体育保健課

（℡096－383－1111内線6733）

くまもと景観のつどい

■日時／1月31日（金）午後1時～4時

■場所／熊本市産業文化会館大ホール

美しい景観づくりに功労のあった方々

を表彰し、くまもとの景観について考え

る「くまもと景観のつどい」を開催します。
●プログラム

①平成8年度緑化環境美化功労者表彰

②第9回くまもと景観賞表彰

③事例発表
④特別講演

●参加予定人員／700名（参加無料）

●主催／熊本県、（財）くまもと緑の財団、

熊本県広告景観向上推進協議会

●お問い合わせ先／熊本県景観整備課

（℡096－383－1111内線6076）

さと　たくみ

来春、くまもと型新木造住宅「郷の匠」

によるモデル住宅展を開催

くまもとのスギやヒノキをふんだんに

使った本格木造住宅「郷の匠」。開発から

10年目の昨年、新たな工法を加え、2つ

のタイプで皆様のニーズにさらにお応え

できるようになりました。

来春、郷の匠工法によるモデル住宅展

を、菊池郡大津町美咲野の民間分譲地で

開催します。

この分譲地はJR肥後大津駅の北東約

1．8kmに位置し、1，200棟の分譲が予定さ
れています。住宅と併せ外観に配慮され

た街なみも見どころとなっています。

昨年の阪神・淡路大地震では、震度7

を記録した西宮内市内の2棟の「郷の

匠」が無傷で残り、耐震性を証明しまし

た。性能・コストの面からも納得いただ

ける商品を展示し、皆様のご来場をお待

ちしています。

オープン日程が決まり次第、新聞紙上

などでお知らせします。

●お問い合わせ先／

熊本県林業振興課木材流通対策室

（℡096－383・1111内線5641）

募集

くまもと未来国体県民運動

啓発ポスターコンクール募集要項

くまもと未来国体が平成11年に開催さ

れます。

県では、全国から参加する選手・監督

などのみなさんを温かくむかえるための

県民運動を進めています。今後、この運

動に対するより一層の関心を寄せていた

だくため啓発ポスターを募集します。

●主　　催　第54回国展体育大会熊本県

実行委員会

●応募資格　県内の小・中・高校生

●作品内容

①くまもと未来国体県民運動には「み

んなでつくろう健康なくまもと」

「みんなでつくろう美しいくまも

と」「みんなでつくろう優しいくま

もと」の3つの目標があります。

作品の内容は、この3つの目標から

1つを選び表現してください。

②クレヨン・パス類、水彩、油彩のい

ずれかを使用してください。

③用紙の大きさはB3（たて51センチ、
よこ36センチ）とし、たて置きとし

てください。

●応募方法

1人で複数の作品の応募ができます。

作品の裏側に次のことを記入してくだ
さい。

①学校の名称、学年、氏名（ふりがな）

②自宅の住所、電話番号

◆作品の送付先

郵便番号　862

熊本市水前寺6丁目48－40国体ビル

熊本県国体推進局ポスター係

●応募期間

平成8年12月16日（月）から

平成9年1月31日（金）まで

（当日消印有効）

●審査・賞品等

審査会で入賞作品を決定します。賞は、
次のとおりです。

①健康なくまもと賞　3点

②美しいくまもと賞　3点

③優しいくまもと賞　3点

いずれの賞も、小学生、中学生、高校

生ごとに各1点とし、賞状と5千円の

図書券を贈呈します。
●発表・表彰

3月上旬に、入賞の発表を新聞紙上で
行い、学校を通じてご本人に直接お知

らせします。3月中旬に表彰をします。
●その他

①応募作品はお返しできませんので、

ご了承ください。

②入賞作品の著作権は、第54回国民体
育大会熊本県実行委員会に帰属しま

す。

③入賞作品の中から数点をポスターに

使用します。

●お問い合わせ先／

熊本県国体推進局総務課

（℡096－387－1999内線151）

漱石来熊百年記念「草枕文学賞募集」

今を去ること百年前、旧制第五高等学

校の教師として熊本の駅頭に降り立った

夏目漱石は、在熊4年3ケ月の間、実に

よく熊本県内を歩いています。その体験

から名作「草枕」や「二百十日」が生ま

れました。

漱石来熊百年を記念して、新しい文学

作品を全国から募集する「草枕文学賞」

を制定しました。募集作品は、「紀行文、
小説、エッセイ」で、内容は自由です。

あなたも漱石に挑戦してみませんか。

平成の時代を映す新しい「草枕」を期待
しています。

●応募締切

平成9年3月31日（当日消印有効）

●お問い合わせ・応募先／

熊本県「草枕文学賞」実行委員会

（熊本県文化企画課内）

（℡096－381－8722）

県議会からの
お知らせです。

県議会の本会議は公開していますの

で、傍聴することができます。お気軽

においでください。傍聴席には、車い

すの場所も設けてあります。

また、県議会議長に対しての請願や

陳情を受け付けております。

なお、議会の様子をお知らせするた

めに「くまもと県議会報」を発行してい

ます。ご希望の方には、郵送料実費で

お送りしますので、270円分の切手を

同封のうえ県議会事務局までお申し込

みください。

●お問い合わせ先／熊本県議会事務局

（℡096－381－9411）

熊本県立技術短期大学校の学生募集について

平成9年4月に開校する「熊本県立技術短期大学校」の学
生募集（一般入試）を下記により行います。高度な技能と知
識を有する実践技術者の育成を目指す本校で、最新鋭の機器
と多彩な教育スタッフのもと、充実したキャンパスライフを
送ってはいかがですか。

項 目 内 容

募 集 人 員
生 産技 術 科 1 4 人　 産 業機 械科 14 人

電 子技 術 科 14 人　　 情報 技 術科 14 人

出 願 資 格
高 卒及 び高卒 見 込み の者

高 卒者 と同等 以 上 の者

出 願 手 続

願 書 受 付 期 間 H 9 ．1 ．6 （月 ）～ 1 ．1 7 （金 ）

出願 上 の 注意

第 2 志 望 を認 め ま す。

願 書提 出後 の志 望科 の変 更 は認 め ませ ん。

提 出 した書 類及 び手 数 料 は返 還 しませ ん。

試 験

試 験 日 H 9 ．2 ．9 （日）

試 験 会 場 県 立大 学

試 験 科 目 数 学 Ⅰ・Ⅱ、英 語 Ⅰ、適 性 試験

合 格 発 表

合格 発 表 日時 H 9 ．2 ．2 1 （金 ） 午 前 1 0 時

発 表 方 法
合 格者 の受 験番 号 を 県庁 ロビー に掲 示 し、

併 せ て合 格 者 に通 知 を行 い ます。

入 学 手 続 手 続 期 間 H 9 ．3 ．5 （水 ）～ 3 ．1 4 （金 ）

入 学 試 験 手 数 料 1 7 ，0 0 0 円

入 学 金 県 内生 9 9 ，0 0 0 円、県外 生 19 8 ，00 0 円

授 業 料 年 間 2 4 8 ，0 0 0 円

●お問い合わせ先／熊本県職業能力開発課
（℡096－383－1111内線5258・5259）

水俣芦北地域桜等植樹運動への協力のお願い

水俣病の発生によって長い間苦しんで
きた水俣芦北地域では、水俣病の教訓を
未来にしっかり伝えていくあかしとして、
全国の方々からご支援をいただきながら、
桜を中心とした花木を皆の手で植樹し育
てていく運動が進められています。

この植樹運動を進めている水俣芦北地
域桜等植樹推進協議会では、現在1口千
円の寄付を募っています。

県民の皆さんの暖かいご協力をお願い
いたします。

寄付の振込先

金融機関名 取扱店 預金種類 口座番号 口 座 名

郵 便 局 －
郵便

振替
0 19 10－8－13 533

水俣芦北地域桜等

植樹推進協議会

肥 後 銀 行 水俣支店 普通 14 7 0 0 2 3
水俣芦北地域桜等
植樹推進協議会

熊本ファミリー銀行 水俣支店 普通 2 0 1 8 0 1 4
水俣芦北地域桜等

植樹推進協議会

熊本中央信用金庫 水俣支店 普通 1 13 5 0 3 0
水俣芦北地域桜等
植樹推進協議会

熊 本 県 労働 金 庫 水俣支店 普通 2 8 6 34 5 6
水俣芦北地域桜等
植樹推進協議会

あ し き た 農 業
協 同 組 合

水俣基幹

支 所
普通 0 0 0 1 0 1 5

水俣芦北地域桜等
植樹推進協議会

●お問い合わせ先／水俣芦北地域桜等植樹推進協議会
〒867　熊本県水俣市陳内523－3

水俣芦北広域行政事務組合内
（℡0966－63－1128FAX0966－63－2067）

RKK「ふれあいくまもと」

日曜日を除く毎日　7：36～7：41

県政や市町村の動き、文化やレジャー情報などをより身近な話題と

して提供します。

FMK「県庁ダイアリー」

土、日を除く毎日　7：30～7：36

軽快な音楽にのせて、県政情報を中心に生活に密着した情報を
提供します。

●お問い合わせ先／熊本県広報課（℡096－385－2096）

RKK「21世紀への息吹」

年6本（30分番組5本、60分番組1本）
県政の動きをタイムリーに伝えます。

KKT「くまもと’96」

年9本（30分番組8本、60分番組1本）
イベント、施策などを現地取材を交えながら緒介します。

TKU「くまもとアラカルト」

毎週土曜日12：55～13：00

県の動きをタイムリーに、そしてコンパクトに提供します。

KAB「くまもと笑顔探訪」

毎週月曜日19：54～20：00

各分野、各地域で活動されている方々を紹介します。

知って得する老後のための生活情報

県 政 番 組
テレビ

ラジオ


